




















































































































































































































実験廃液排毘者氏名 （TEL 〉、部局　　　学科 講座










2 含ハロゲン系溶媒（下記物質を含む） 2 含ハロゲン系溶媒（特別管理産業廃棄物以外）
3 難燃性廃液 3 難燃性廃液（特別管理産業廃棄物以外）
4 重金属廃液 4 重金属廃液（特別管理産業廃棄物以外の廃濁
5 水銀廃液 5 現像廃液



















｛，1 水銀又はその他化合物 09トリクロロエチレン 17 1，1，2一トリクロロエタン
02カドミウム又はその化合物 10テトラクロロエチレン 18 1，3一ジクロロプロペン
〔13 鉛又はその化合物 ll ジ　ク　ロ　ロ　メ　タ　ン 19チ　　　ウ　　　ラ　　　ム
04有　機　燐　化　合　物 12四　　塩　　化　　炭　　素 20シ　　　マ　　　ジ　　　ン
05六価クロム化合物 13 1，2一ジクロロ工タン 21 チ　オ　ベ　ン　カ　ル　ブ
06砒素又はその化合物 14 1，1一ジクロロエチレン22ベ　　　ン　　　ゼ　　　ン
07シ　ア　ン　化　合　物 15シスー1，2一ジクロロエチレン 23セレン又はその化合物
08P　　　　　C　　　　　B16 1，1，1一トリクロロエタン
注11実験廃液管理票はA票からE票の6枚綴りです。廃棄物の
　　種類毎に1部作成し、環境管理センターへの搬入の確認
　　を行った後、E票をセンターに提出、　A票を利用者で保
　　存し、B票からD票の4枚を切り離さないで、部局の廃棄
　　物管理撹当者に提出すること。
注21技術指導は必ず自署捺印すること。
注3：処理終了後C1票を利用者に、　C　2票を廃棄物管理担当者
　　に返送するので、確認保存すること。
発行　岡山大学環境管理センター
一34一
